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平
成
二
○
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
平
素
よ
り
道
路
行
政
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る

｢道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
｣
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
政

府
･
与
党
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
き
た
方
針
の
実
現
に
向
け
て
、
今
年
は
正
念
場
と
な
る
一
年
で
す
。

中
期
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
特
定
財
源
見
直
し
の
方
向
性
を
と
り
ま
と
め
た

｢道
路
特
定
財
源

の
見
直
し
に
関
す
る
具
体
策
｣
(平
成
一
人
年
三

月
八
日
閣
議
決
定
)
に
基
づ
き
、
昨
年
四
月
よ
り
国

土
交
通
省
に
お
い
て
鋭
意
検
討
を
行
い
、
昨
年
一
一
月
に
素
案
を
公
表
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
素
案
は
、

今
後
一
0
年
間
に
道
路
行
政
と
し
て
取
り
組
む
施
策
と
そ
の
達
成
に
必
要
な
事
業
量
を
示
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
作
成
過
程
に
お
い
て
、
三

万
件
に
も
の
ぼ
る
国
民
各
層
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し

た
。国

土
交
通
省
に
よ
る
素
案
の
公
表
後
、
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
の
方
針
に
つ
い
て
、
政
府
都
内
を
は
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じ
め
各
方
面
で
精
力
的
な
検
討
が
行
わ
れ
、
昨
年
=
一月
七
日
に
、
政
府
“
与
党
合
意

｢道
路
特
定
財
源

の
見
直
し
に
つ
い
て
｣
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、
平
成
二
○
年
度
以
降

一
〇
年
間
、
斬
足
疋
税
率
を
維
持
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、

①

今
後
一
〇
年
間
を
見
据
え
た
中
期
計
画
を
策
定
し
、
真
に
必
要
な
道
路
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る

こ
シ
ー、

②

地
域
の
道
路
整
備
の
促
進
を
図
る
た
め
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の
制
度
改
善
や
無
利
子
貸

付
制
度
の
創
設
を
行
う
こ
と
、

③

国
の
道
路
特
定
財
源
を
活
用
し
、
高
速
道
路
料
金
の
引
下
げ
な
ど
既
存
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
有
効
活
用
･
機
能
強
化
を
推
進
す
る
こ
と

な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
中
期
計
画

(素
案
)
に
掲
げ
た
整
備
目
標
を
実
現
す
べ
く
、
政
府
･
与
党
合
意
に
従
い
、
関
連
法

案
を
通
常
国
会
に
提
出
し
、
そ
の
成
立
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
般
の
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
際
し
て
は
、
道
路
整
備
の
必
要
性
や
道
路
行
政
の
進
め
方
に
対
す
る

様
々
な
三ゞ
思
見
等
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
道
路
は
、
地
域
の
目
立
と
競
争
力
の
強
化
、
安
全
で
快
適
な
暮
ら

し
の
確
保
や
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
機
能
を
保
持
し
つ
つ
、
子

孫
に
確
実
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
国
民
の
資
産
で
す
。
こ
の
よ
う
な
重
要
性
を
踏
ま

え
つ
つ
、
地
域
の
切
実
な
要
望
に
応
え
る
た
め
、
今
後
と
も
真
に
必
要
な
道
路
の
計
画
的
な
整
備
や
機
能
の
保

全
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
一
層
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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道
路
局
中
期
計
画
作
成
担
当

道
路
整
備
｣
や

｢交
通
事
故
対
策
｣
を
求
め
る
意
見
を
全

国
的
に
数
多
く
頂
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
地
域
の
抱
え
る

課
題
や
道
路
整
備
状
況
に
応
じ
て
、
地
域
に
よ
っ
て
求
め

る
施
策
に
相
違
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
素
案
を
作
成
す
る
上
で
、
重
要
な
視
点
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
効
率
化
を
進
め
る
べ
き
事
項
と
し
て
は
、

｢現
在
あ
る
道
路
の
有
効
活
用
｣
、
｢国
民
の
意
見
等
の
反

映
｣、
｢
コ
ス
ト
縮
減
｣
と
い
う
回
答
が
上
位
を
占
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
無
駄
と
感
じ
る
こ
と
と
し
て
は
、
｢路
上

工
事
｣
を
挙
げ
る
回
答
が
最
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
頂
い
た
意
見
等
を
も
と
に
、
昨
年
八

月
二
四
日
に
中
期
計
画
の
骨
子
案
を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
。
中
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
民
各
層
か
ら
幅
広
い
意

見
を
繰
り
返
し
伺
い
な
が
ら
作
成
し
て
い
く
と
い
う
方
針

一

は
じ
め
に

平
成
一
八
年
三

月
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
｢道
路

特
定
財
源
の
見
直
し
に
関
す
る
具
体
策
｣
に
お
い
て
、

｢今
後
の
具
体
的
な
道
路
整
備
の
姿
を
示
し
た
中
期
的
な

計
画
を
作
成
す
る
｣
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
昨
年

一
一
月
一
三
日
に

｢道
路
の
中
期
計
画

(素
案
)｣
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昨
年
三
一月
七
日
に

｢道
路
特
定
財
源
の
見

直
し
に
つ
い
て
｣
(政
府

･
与
党
合
意
)
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
、
中
期
計
画
の
骨
格
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
素
案
の
作
成
経
緯
と
そ
の
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

二

｢道
路
の
中
期
計
画
(素
案
)』
の

作
成
に
至
る
取
組
み
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
、
中
期
計
画
の
作
成
に
向
け

た
検
討
の
一
環
と
し
て
、
ま
ず
昨
年
四
月
か
ら
七
月
に
か

け
て
第
一
回
問
い
か
け
を
実
施
し
ま
し
た

(四
月
二
日
~

七
月
三
一
日
)。

そ
の
結
果
、
国
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、

一
0
『
三
一
四
件
の
意
見
を
頂
く
と
と
も
に
、
全

て
の
都
道
府
県
知
事

･
市
町
村
長

(
一
、八
七
四
人
)
及

び
全
国
の
有
識
者

(二
、九
二
八
人
)
か
ら
意
見
を
頂
き

ま
し
た
。

頂
い
た
意
見
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
施
策
と
し
て
、
｢渋
滞
対
策
｣
、
｢生
活
幹
線



か
ら
、
第
二
段
階
の
取
組
み
と
し
て
、
骨
子
案
に
つ
い
て
、

国
の
通
学
路

(約
一
九
万
師
)
の
全
て
に
対
策
を

改
め
て
約
一
ヵ
月
間
、
国
民
各
層
に
幅
広
く
問
い
か
け
を

実
施
し
ま
し
た

(八
月
二
四
日
~
九
月
二
五
日
)。

骨
子
案
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
か
ら
五
、
0
一

五
件
の
意
見
を
頂
く
と
と
も
に
、
一
、
一
八
〇
人
の
都
道

府
県
知
事

･
市
町
村
長
及
び
九
五
0
人
の
有
識
者
か
ら
改

め
て
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
二
回
に
わ
た
る
問
い
か
け
の
結
果
等
を
踏
ま

え
、
昨
年
三

月
一
三
日
に
｢道
路
の
中
期
計
画
(素
案
)｣

を
作
成
し
ま
し
た

(5
頁
~
崎
頁

【道
路
の
中
期
計
画

(素
案
)】
参
韶
宅

三

『道
路
の
中
期
計
画
(素
案
)』
に
つ
い
て

｢道
路
の
中
期
計
画

(素
案
)｣
は
、
前
述
の
と
お
り
、

二
回
に
わ
た
り
国
民
各
層
へ
幅
広
く
問
い
か
け
を
実
施

し
、
延
べ
三

万
件
を
超
え
る
意
見
を
頂
き
、
こ
れ
ら
の

結
果
等
を
踏
ま
え
、
取
り
ま
と
め
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴

の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
用
い
つ
つ
、
施
策
の
対
象

全
体
か
ら
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
が
必
要

な
箇
所
を
選
定
し
、
さ
ら
に
そ
の
箇
所
を
重
点
化
し
て
対

策
を
講
じ
る
と
い
う
よ
う
に
、
政
策
課
題
毎
に
重
点
化
す

る
過
程
を
重
点
方
針
と
し
て
今
回
初
め
て
明
確
に
し
ま
し

た
。例

え
ば
、
｢通
学
路
の
歩
道
整
備
｣
に
つ
い
て
は
、

①
全
国
の
道
路

(約
一
二
〇
万
如
)
の
う
ち
、
全

講
じ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、

②
こ
の
う
ち
、
重
点
化
す
る
対
象
と
し
て
、
特
に

多
く

(四
〇
人
以
上
)
の
児
童
が
利
用
す
る
な
ど
、

事
故
の
危
険
性
が
高
い
通
学
路

(約
三

万
皿
)

で
歩
道
等
が
な
い
箇
所

(約
四
四
、
0
0
0
如
)

を
対
象
と
し
て
対
策
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

③
そ
の
際
、
全
て
の
箇
所
で
歩
道
等
を
整
備
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
カ
ラ
ー
舗
装
な

ど
簡
易
な
方
法
も
活
用
し
て
対
策
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

重
点
化
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、

①

渋
滞
対
策
、
交
通
事
故
対
策
な
ど
自
動
車
交
通

に
よ
っ
て
生
じ
る
課
題
を
解
決
す
る
施
策
に
つ
い

て
は
、客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
効
果
を
重
視
し
、

効
果
の
高
い
と
こ
ろ
に
対
し
て
優
先
的
に
対
策
を

実
施

②
防
災

.
防
雪
対
策
な
ど
安
全

･
安
心
な
国
民
生

活
を
維
持
す
る
施
策
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
て
対
象
と
す
る
課
題
や
道
路
な
ど
の

条
件
を
明
確
に
し
、
条
件
に
合
致
す
る
と
こ
ろ
に

対
し
て
集
中
的
に
対
策
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

計
画
期
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら
二
九
年

度
ま
で
の
一
〇
年
間
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
期
計
画

は
今
後
の
具
体
的
な
道
路
整
備
の
姿
を
示
し
た
も
の
で
あ

り
、
国
民
の
視
点
に
立
っ
た
分
か
り
や
す
い
成
果
を
提
示

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
道
路
事
業
は
一
○

年
程
度
の
期
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
最

終
的
な
姿
を
現
す
も
の
が
多
い
の
が
実
状
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。
な
お
、
今
後
の
社
会
経
済
の

動
向
や
財
政
事
情
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
計
画
に
お
い
て
取
り
組
む
政
策
課
題
の
柱
と
し

て
、
①
国
際
競
争
力
の
確
保
、
②
地
域
の
自
立
と
活
力
の

強
化
、
③
安
全
･
安
心
の
確
保
、
④
環
境
の
保
全
と
豊
か

な
生
活
環
境
の
創
造
の
四
つ
の
柱
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

柱
に

｢生
活
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
｣
や

｢渋

滞
対
策
｣
な
ど
一
六
の
施
策
を
位
置
付
け
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
横
断
的
に
取
り
組
む
施
策
と
し
て
、
⑤
国
際
競
争
力

の
確
保
、
地
域
の
自
立
と
活
力
の
強
化
、
環
境
の
保
全
等

に
資
す
る
既
存
高
速
道
路
の
有
効
活
用
を
挙
げ
ま
し
た
。

具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
例
え
ば

｢生
活
幹
線
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
｣
に
つ
い
て
は
、

①
全
国
の
道
路

(約
一
二
〇
万
如
)
の
う
ち
、
市

町
村
の
中
心
部
と
基
本
的
な
生
活
エ
リ
ア
や
病
院

等
多
く
の
人
が
利
用
す
る
施
設
等
を
相
互
に
連
絡

す
る
道
路
を
生
活
幹
線
道
路

(約
一
七
万
如
)
と

　　
　

2

さ
ら
に
、
こ
の
う
ち
、
｢
地
方
部
に
お
い
て
、

市
町
村
の
中
心
部
か
ら
複
数
の
高
次
･
救
急
医
療

施
設
へ
の
六
〇
分
で
の
移
動
を
概
ね
達
成
｣
な
ど



の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
移
動
支
障
区
間

現
計
画
で
□
~n
m
に
の
区
間

(点
検
対
象
延
長
の

(約
五
、
0
0
0
区
間

"
約
一
三
、
0
0
0
踊
)
に

絞
っ
て
集
中
的
に
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
｢無
駄
な
道
路
整
備
が
多
い
｣
と
い
っ
た

批
判
を
踏
ま
え
、
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な

視
点
と
し
て
、
①
選
択
と
集
中
に
よ
る
効
果
的
な
事
業
の

実
施
、
②
厳
格
な
事
業
評
価
の
実
施
と
コ
ス
ト
縮
減
の
推

進
、
③
既
存
道
路
の
効
率
的
、
効
果
的
な
利
用
、
④
透
明

性

.
公
正
性
の
確
保
、
⑤
多
様
な
主
体
と
の
連
携
を
挙
げ

ま
し
た
。

な
お
、
第
一
回
問
い
か
け
に
お
い
て
、
既
に
高
規
格
幹

線
道
路
が
完
成
し
た
地
域
と
こ
れ
か
ら
整
備
す
る
地
域
と

で
は
、
そ
の
整
備
に
対
す
る
意
識
が
大
き
く
異
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
素
案
の
参
考
と
し
て
、
高
規
格
幹
線
道
路

の
う
ち
、
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
時
に
評
価
を
行
っ

た
区
間
以
外
の
未
供
用
区
間
の
約
二
、九
〇
〇
燈
に
つ
い

て
、
民
営
化
時
と
同
様
の
評
価
手
法
を
用
い
て
、
客
観
的

に
そ
の
整
備
効
果
等
に
つ
い
て
点
検
を
実
施
し
ま
し
た

(胚
頁
~
"
頁

【高
規
格
幹
線
道
路
の
点
検
結
果
の
概
要

(抄
二
参
照
)。

点
検
は
、
①
事
業
と
し
て
の
必
要
性
の
検
証
、
②
整
備

の
進
め
方
の
評
価
の
手
順
で
行
い
、
□
さ
と
外
部
効
果
指

標

(
一
六
指
標
)
に
よ
り
、
点
検
対
象
区
間
を
以
下
の
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
整
理
し
ま
し
た
。

｢グ
ル
ー
プ
1
｣

…

七
0
%
)

｢グ
ル
ー
プ
2
｣

"

完
成
二
車
線
計
画
で
切
ら
醇
に

(グ
ル
ー
プ
1
を

除
く
)
の
区
間

(点
検
対
象
延
長
の
一
四
%
)

｢グ
ル
ー
プ
3
｣
"

完
成
二
車
線
計
画
で
-N
Y
□
＼n
v
]●
か
つ
外
部

効
果
が
相
対
的
に
高
い
区
間

(点
検
対
象
延
長
の

ニ
ハ
%
)

今
後
は
、
早
期
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
確
保
す
る
た

め
の
以
下
の
方
策
を
踏
ま
え
て
、
地
域
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、具
体
的
な
計
画
内
容
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

｢グ
ル
ー
プ
1
｣
…

現
計
画
に
基
づ
き
、
暫
定
二
車
線
で
の
整
備
も
採

用
し
つ
つ
、
早
期
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
を
確

保
す
る

｢グ
ル
ー
プ
2
｣
"

四
車
線
か
ら
完
成
二
車
線
相
当
の
構
造
に
見
直

し
、
早
期
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
を
確
保
す
る

｢グ
ル
ー
プ
3
｣

"

四
車
線
か
ら
完
成
二
車
線
相
当
の
構
造
に
見
直
し

つ
つ
、
こ
れ
に
加
え
、
円
滑
な
走
行
が
可
能
な
現

道
の
一
部
を
当
面
、
活
用
す
る
な
ど
構
造

･
規
格

の
見
直
し
を
行
い
、
早
期
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機

能
を
確
保
す
る

四

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

素
案
の
取
り
ま
と
め
後
、
昨
年
一
二
月
七
日
に
政
府
･

与
党
で
合
意
し
た
｢道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
つ
い
て
｣

で
は
、
今
後
一
〇
年
間
を
見
据
え
た
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
や
、
そ
の
事
業
量
は
、
五
九
兆
円
を
上
回
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
、
五
年
後
を
目
処
に
必
要
に
応
じ
て
所
要
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
な
ど
の
中
期
計
画
の
骨
格
が
示
さ
れ

ま
し
た

(
"
頁

【道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
つ
い
て

(抄
二
参
照
)。

こ
の
政
府
･
与
党
合
意
を
踏
ま
え
、
今
後
、
道
路
の
中

期
計
画
を
策
定
し
、
厳
格
な
事
業
評
価
や
徹
底
し
た
コ
ス

ト
縮
減
に
よ
り
重
点
化
、
効
率
化
を
図
り
、
真
に
必
要
な

道
路
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

※

道
路
の
中
期
計
画
に
関
す
る
情
報
は
、
国
土
交

通
省
道
路
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(ゴ目
"
"
"
"
員
--[

鵤
o
｣
□
＼｢
o
“
Q
＼尋
＼雪
ね
o
□
Ho
★
◎
片
舜

ミ
控
-o
o
□
H
O
-

言
宍
呉
□畳
目
こ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

《道
路
の
中
期
計
画

(素
案
)》

1

策
定
の
趣
旨

昨
今
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
人
口
減
少
社
会
の
到

来
な
ど
、
我
が
国
内
外
の
経
済
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
、
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
経
済
活
動
が
低
迷
し
、
地
方



が
活
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
中
、
我
が
国
の
競
争
力
、
成
長

力
の
確
保
や
地
域
の
活
性
化
の
た
め
必
要
な
道
路
整
備
を

計
画
的
に
進
め
る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
我
が
国
の
競
争
力
、
成
長
力
の
確
保
や
地

域
の
活
性
化
の
た
め
の
道
路
整
備
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、

高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
建
設
さ
れ
た
道
路
ス
ト
ッ
ク
に

つ
い
て
は
、
大
幅
な
更
新
投
資
が
間
近
に
予
想
さ
れ
る
状

況
に
あ
る
。

以
上
の
視
点
に
立
ち
、
人
口
減
少
や
道
路
ス
ト
ッ
ク
の

更
新
投
資
が
本
格
化
す
る
ま
で
の
今
後
一
〇
年
間
を
対
象

と
し
て
、
将
来
の
我
が
国
経
済
社
会
が
、
競
争
力
、
成
長

力
が
確
保
さ
れ
、
ま
た
、
安
全

･
安
心
で
活
力
あ
る
地
域

社
会
が
維
持
さ
れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
今
後
の
具
体
的

な
道
路
整
備
の
姿
を
分
か
り
や
す
く
示
し
た
中
期
的
な
計

画

(以
下
、
｢中
期
計
画
｣
と
い
う
。)
を
作
成
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
昨
年
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
、
特
に
優
先

度
の
高
い
政
策
、
効
率
化
を
進
め
る
上
で
重
要
な
事
項
等

に
つ
い
て
、
国
民
、
有
識
者
、
都
道
府
県
知
事

･
市
町
村

長
の
意
見
を
幅
広
く
聴
き
、
八
月
に
中
期
計
画
の
骨
子
案

を
作
成
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
骨
子
案
に
つ
い
て
改
め
て

意
見
を
聴
き
、
そ
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
今
般
、
中
期
計

画
の
素
案
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。本
案
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
意
見
を
求
め
、
年
内
の
中
期
計
画
の
作
成
に
向
け

て
検
討
を
進
め
る
。

2

計
画
の
基
本
的
な
事
項

1

計
画
の
対
象

計
画
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、
国
が
負
担
又
は
補
助
す

る
事
業
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
目
標
の
達
成
の
た
め

に
講
じ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
単
独
で

行
う
事
業
も
含
ま
れ
得
る
も
の
と
す
る
。

2

計
画
期
間

計
画
期
間
は
、
国
民
の
視
点
に
立
っ
た
分
か
り
や
す
い

成
果
を
提
示
す
る
と
の
観
点
や
道
路
事
業
の
実
施
に
要
す

る
期
間
を
考
慮
し
、
平
成
二
〇
年
度
を
初
年
度
と
し
一
〇

年
間
と
す
る
。

な
お
、
今
後
の
社
会
経
済
の
動
向
や
財
政
事
情
等
を
勘

案
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
計
画
を
見
直
す
。

3

計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
視
点

印
選
択
と
集
中
に
よ
る
効
果
的
な
事
業
の
実
施

国
民
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い

つ
つ
、
政
策
課
題
毎
に
、
施
策
の
対
象
全
体
か
ら
中
期
的

に
対
策
を
講
じ
る
箇
所
に
重
点
化
す
る
過
程
を
明
確
に
し

た
重
点
方
針
に
基
づ
き
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
効
果
的
な

事
業
を
実
施
す
る
。

重
点
方
針
の
基
本
的
考
え
方
は
、

･
渋
滞
対
策
や
交
通
事
故
対
策
な
ど
自
動
車
交
通
に

よ
っ
て
生
じ
る
課
題
を
解
決
す
る
施
策
に
つ
い
て

は
、客
観
的
な
デ
ー
タ
を
用
い
て
効
果
を
重
視
し
、

効
果
の
高
い
と
こ
ろ
に
対
し
て
優
先
的
に
対
策
を

実
施

･
防
災

･
減
災
対
策
や
生
活
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
な
ど
安
全

･
安
心
な
国
民
生
活
を
維
持

す
る
施
策
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
て
対
象
と
す
る
課
題
や
道
路
な
ど
の
条
件
を
明

確
に
し
、
条
件
に
合
致
す
る
と
こ
ろ
に
対
し
て
集

中
的
に
対
策
を
実
施

と
す
る
。

②
厳
格
な
事
業
評
価
の
実
施
と
コ
ス
ト
縮
減
の
推
進

①

新
規
採
択
時
か
ら
事
業
完
了
後
ま
で
の
事
業
評

価
の
厳
格
な
運
用
を
実
施
し
、
事
業
の
効
率
性
と

実
施
過
程
に
お
け
る
透
明
性
の
向
上
を
図
る
。

②

こ
れ
ま
で
の
コ
ス
ト
縮
減
に
対
す
る
取
組
み
を

踏
ま
え
、
品
質
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
設
計

･
計

画
段
階
か
ら
維
持

･
管
理
･
更
新
に
至
る
す
べ
て

の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
引
き
続
き
コ
ス
ト
縮
減

の
取
組
み
を
推
進
す
る
。

③

調
査

･
設
計
、
用
地
取
得
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
、

工
事
等
の
各
段
階
に
お
い
て
徹
底
し
た
工
程
管
理

を
実
施
し
、
円
滑
な
事
業
の
執
行
を
図
る
と
と
も

に
、
供
用
目
標
や
進
捗
状
況
の
積
極
的
な
公
表
を

行
う
。

④

民
間
企
業
等
に
よ
る
工
期
短
縮
、
コ
ス
ト
縮
減

等
に
関
す
る
技
術
開
発
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。



③
既
存
道
路
の
効
率
的
、
効
果
的
な
利
用

へ既
存
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
的
活
用
･
機
能
強
化
〉

①

都
市
部
の
深
刻
な
渋
滞
の
解
消
、
地
域
活
性
化

の
支
援
及
び
物
流
の
効
率
化
等
を
図
る
た
め
、
料

金
施
策
や
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備

等
を
促
進
す
る
。

へ
渋
滞
緩
和
の
た
め
の
取
組
み
〉

②

渋
滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
や

自
転
車
の
利
用
促
進
等
T
D
M
施
策
の
推
進
や
、

改
良
再
生
の
視
点
を
踏
ま
え
た
交
差
点
改
良
等
の

実
施
、
信
号
制
御
の
高
度
化
、
違
法
駐
車
取
り
締

ま
り
の
強
化
等
公
安
委
員
会
が
実
施
す
る
施
策
と

連
携
し
た
取
組
み
を
実
施
す
る
。

へ
路
上
工
事
縮
減
〉

③

路
上
工
事
に
つ
い
て
は
、
地
域
毎
に
作
成
す
る

行
動
計
画
に
基
づ
き
、
共
同
施
工
等
に
よ
る
工
事

量
の
縮
減
、
年
度
末
工
事
の
抑
制
の
徹
底
な
ど
、

抜
本
的
な
路
上
工
事
対
策
を
実
施
す
る
。

へ
情
報
提
供
等
に
よ
る
効
率
的
･
効
果
的
な
利
用
〉

④

安
全
運
転
支
援
や
道
路
交
通
情
報
提
供
の
高
度

化
等
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
そ
れ
に
対
応

し
た
車
載
器
の
普
及
促
進
に
よ
り
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
を
図
る
な
ど
I
T
S
を
推
進
す
る
。

⑤

災
害
発
生
時
の
二
次
災
害
の
防
止
や
不
安
解
消

の
た
め
、
通
行
可
能
な
ル
ー
ト
の
情
報
や
解
除
の

見
通
し
も
含
め
た
通
行
規
制
情
報
等
を
利
用
者
に

速
や
か
に
提
供
す
る
取
組
み
を
実
施
す
る
。

②

地
域
住
民
等
と
連
携

･
協
働
し
、
地
域
の
ニ
ー

⑥

観
光
客
等
に
対
し
て
目
的
地
へ
の
分
か
り
や
す

ズ
に
即
し
た
道
路
行
政
を
推
進
す
る
。

い
道
案
内
手
法
の
導
入
や
各
種
情
報
提
供
手
段
の

連
携
等
に
よ
る
情
報
提
供
の
充
実
を
図
る
。

へ
計
画
的
な
道
路
管
理
〉

⑦

橋
梁
等
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
長
寿
命
化
を
図
る
た

め
、
点
検
に
基
づ
き
損
傷
が
軽
微
な
段
階
か
ら
対

策
を
行
う
予
防
保
全
を
実
施
す
る
。
併
せ
て
、
こ

れ
を
支
援
す
る
産

･
官
･
学
に
よ
る
技
術
開
発
を

推
進
す
る
。

@
透
明
性
･
公
正
性
の
確
保

①

事
業
の
各
段
階
に
お
い
て
積
極
的
な
情
報
公
開

に
努
め
る
こ
と
等
に
よ
り
透
明
性
を
確
保
す
る
。

②

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や

課
題
等
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
情

報
の
共
有
化
を
図
り
、
意
見
が
反
映
さ
れ
る
取
組

み
を
推
進
す
る
。

③

公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
及
び
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促

進
に
関
す
る
法
律
の
厳
格
な
運
用
を
図
る
と
と
も

に
、
価
格
と
品
質
に
よ
る
総
合
的
な
競
争
が
実
現

さ
れ
る
入
札
契
約
方
式
の
導
入
に
努
め
る
。

⑤
多
様
な
主
体
と
の
連
携

①

地
方
公
共
団
体
等
と
の
適
切
な
役
割
の
分
担
の

下
に
、
地
方
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
こ
れ
ら
と
の

連
携
に
よ
る
効
果
的
な
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

ズ
に
即
し
た
道
路
行
政
を
推
進
す
る
。

③

多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働
の
下
、
観
光
の
振
興

や
地
域
の
活
性
化
、
道
路
景
観
に
資
す
る
日
本
風

景
街
道
等
の
取
組
み
を
推
進
す
る
。

3

計
画
に
お
い
て
取
り
組
む

主
な
政
策
課
題
と
整
備
目
標
･重
点
方
針

以
下
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
重
点
的
･
効
率
的
に
事
業

を
推
進
す
る
。

1

国
際
競
争
力
の
確
保

【基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
】

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
急

速
な
経
済
成
長
の
中
、
我
が
国
も
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
と
も

に
成
長
す
る
経
済
を
目
指
し
、
国
際
競
争
力
を
一
層
強
化

す
る
た
め
、
東
ア
ジ
ア
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携

を
意
識
し
つ
つ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
や
地
域
高

規
格
道
路
等
に
つ
い
て
、
早
期
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

機
能
さ
せ
る
た
め
徹
底
し
た
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
、
必
要

に
応
じ
現
道
も
活
用
し
つ
つ
、
効
率
的
な
道
路
整
備
を
推

進
す
る
。
併
せ
て
拠
点
的
な
空
港
･
港
湾
か
ら
高
速
道
路

等
へ
の
ア
ク
セ
ス
率
を
欧
米
並
み
と
す
る
た
め
、
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
既
に
供
用
し
て
い
る
国
際
物
流
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ



ー
ク
に
つ
い
て
も
、
国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車
の
通
行
に
必

要
な
耐
荷
力
や
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
橋
梁
補
強
や
現

道
拡
幅
、
バ
イ
パ
ス
の
整
備
等
の
対
策
を
実
施
す
る
。

○
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

(目
標
)

･
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
中
心

都
市
を
連
絡
す
る
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の

機
能
を
概
ね
確
保

･
拠
点
的
な
空
港

･
港
湾
か
ら
高
速
道
路
等
へ
の
ア

ク
セ
ス
率
を
欧
米
並
み
の
約
九
割
に
改
善

･
既
に
供
用
し
て
い
る
国
際
物
流
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
は
、
国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車
の
通
行

が
支
障
と
な
る
区
間
を
概
ね
解
消

(重
点
方
針
)

.
高
規
格
幹
線
道
路

(全
体
構
想
…
約

一
四
、
0
0

0
如
)
を
は
じ
め
と
し
た
、
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
う
ち
、

①

県
庁
所
在
地
な
ど
主
要
都
市
間
で
、
規
格
の

高
い
道
路
で
連
絡
さ
れ
て
い
な
い
区
間

②

大
都
市
の
環
状
道
路
の
う
ち
、
未
だ
整
備
が

な
さ
れ
て
い
な
い
区
間

③

物
流
活
動
な
ど
の
中
核
と
な
る
拠
点
的
な
空

港

･
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
不
十
分
な
区
間

④

既
に
供
用
し
て
い
る
国
際
物
流
基
幹
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車
の

通
行
の
支
障
と
な
る
区
間

な
ど
に
重
点
を
お
い
て
整
備
を
推
進

(参
考
)
拠
点
的
な
空
港
･
港
湾
か
ら

I
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善

(参
考
)
国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車
の通行
支
障
区
間
の
解
消

(重
点
方
針
)

全
国
の
道
路

(約
三
一〇
万
蹴
)

↑

全
国
の
幹
線
道
路

(約
三
九
万
如
)

　

既
に
供
用
し
て
い
る
国
際
物
流
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(約
二
九
、
0
0
0
踊
)

港
湾
等
か
ら
工
場
な
ど
の
物
流
拠
点
へ
積
み
替

え
な
く
通
行
で
き
る
道
路
網
で
、
高
速
道
路
や

国
道
な
ど
物
流
の
観
点
か
ら
重
要
な
幹
線
道
路

網国
際
コ
ン
テ
ナ
通
行
支
障
区
間

(三
二
区
間
ン

約
四
五
〇
皿
)
に
対
し
て
、
集
中
的
に
対
策
を

実
施

＼

2

地
域
の
自
立
と
活
力
の
強
化

の
生
活
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

高
度
医
療
機
関
の
広
域
的
な
活
用
や
産
業
･
観
光
振
興

等
に
よ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
形
成
や
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
地
方
の
自
主
性
を

活
か
し
つ
つ
、
市
町
村
合
併
の
支
援
や
高
次

･
救
急
医
療

施
設
、
工
業
団
地
、
観
光
施
設
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等

へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保
な
ど
地
域
の
生
活
を
支
え
る
生
活
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
急
勾
配
や
急
カ
ー
ブ
、
幅
員
が
狭
い
部
分
が
存
在
し

自
動
車
の
ス
ム
ー
ズ
な
走
行
や
す
れ
違
い
に
影
響
を
及
ぼ

す
区
間
に
つ
い
て
、
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
や
、
現
道

拡
幅
及
び
バ
イ
パ
ス
整
備
等
の
縊
路
の
解
消
を
一
･
五
車

線
的
な
整
備
手
法
も
活
用
し
つ
つ
推
進
す
る
。

(重
点
方
針
)

全
国
の
空
港

･
港
湾

(
一
、
一
五
人
ヵ
所
)

↑

第
一
･
二
種
空
港
及
び
特
定
重
要
港
湾
、

重
要
港
湾

(
一
五
七
箇
所
)

拠
点
的
な
空
港
･
港
湾

(七
一
ヵ
所
)

　　
　
　　
　　　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　



○
生
活
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

(目
標
)

･
生
活
幹
線
道
路
に
つ
い
て
、
定
時
性
や
速
達
性
を

備
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
機
能
を
確
保
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
い
て
安
全
で
快
適
な

移
動
を
概
ね
実
現

･
地
方
部
に
お
い
て
、
市
町
村
の
中
心
部
か
ら
複

数
の
高
次

･
救
急
医
療
施
設
へ
の
六
0
分
で
の

移
動
を
概
ね
達
成

･
生
活
中
心
都
市
と
市
町
村
の
中
心
部
間
の
六
〇

分
で
の
移
動
を
概
ね
達
成

(重
点
方
針
)

全
国
の
道
路

(約
三
一〇
万
蝿
)

↑

生
活
幹
線
道
路

(約
一
七
万
如
)

市
町
村
の
中
心
部
と
基
本
的
な
生
活
エ
リ
ア
や

病
院
、
学
校
、
工
業
団
地
、
観
光
施
設
、
I
C

等
多
く
の
人
が
利
用
す
る
施
設
等
を
相
互
に
連

絡

(※
1
)

↑
生
活
幹
線
道
路
の
移
動
支
障
区
間

(約
五
、
0
0

0
区
間

…
約
一
三
、
0
0
0
蝋
)
に
対
し
て
、
集

中
的
に
対
策
を
実
施

｢礁鈎離籍腺勤釧ガバ幅類皺
律橇粉袴鰤一

い
に
影
響
を
及
ぼ
す
区
間

※
l
i
市
町
村
合
併
前
の
旧
市
町
村
間
の
連
絡
を
含
む

②
慢
性
的
な
渋
滞
へ
の
対
策

慢
性
的
な
渋
滞
の
緩
和

･
解
消
を
図
る
た
め
、
路
上
工

事
の
縮
減
や
有
料
道
路
に
お
け
る
弾
力
的
な
料
金
施
策
等

の
ソ
フ
ト
施
策
と
併
せ
、環
状
道
路
や
バ
イ
パ
ス
の
整
備
、

交
差
点
の
立
体
化
等
交
通
容
量
拡
大
策
を
推
進
す
る
。
ま

た
、
総
合
的
な
交
通
戦
略
の
展
開
を
行
い
、
L
R
T
の
導

入
や
交
通
結
節
点
の
改
善
、
T
D
M
施
策
等
公
共
交
通
機

関
や
徒
歩

･
自
転
車
へ
の
交
通
行
動
転
換
策
を
推
進
す

る
。
さ
ら
に
、
開
か
ず
の
踏
切
や
交
通
が
集
中
す
る
踏
切

に
お
け
る
渋
滞
の
緩
和
･
解
消
を
図
る
た
め
に
、
連
続
立

体
交
差
事
業
や
道
路
の
立
体
化
、
遮
断
時
間
適
正
化
の
た

め
の
踏
切
遮
断
機
の
改
良
等
を
推
進
す
る
。

○
渋
滞
対
策

(目
標
)

･
全
国
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
渋
滞
損
失
時
間
を
約

三
割
削
減

(渋
滞
損
失
額
"
約
一
〇
兆
円
↓
約
七

兆
円
)

(重
点
方
針
)

全
国
の
信
号
交
差
点
等
の
箇
所

(約
一
九
万
ヵ
所
)

｢うま
瀕
唯
減
ら“,.驚

こ

　

日
常
的
に
混
雑
が
発
生
し
て
い
る
箇
所

(約
九
、
0
0
0
ヵ
所
)

(朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
等
に
お
い
て
、
混
雑
発

生
時
間
帯
が
五
0
%
以
上
を
占
め
る
箇
所
)

　

特
に
事
業
効
果
が
高
い
1
/
3
程
度
の
箇
所
(約
三
、

0
0
0
ヵ
所
)
に
対
し
て
、
優
先
的
に
渋
滞
対
策
を

実
施

○
開
か
ず
の
踏
切
等
を
除
却
す
る
対
策

(目
標
)

,
国
道
、
都
道
府
県
道
等
に
残
る
開
か
ず
の
踏
切
に

つ
い
て
概
ね
解
消

･
全
国
の
踏
切
遮
断
に
よ
る
損
失
時
間
を
約
三
割
削

減
(重
点
方
針
)

全
国
の
踏
切

(約
三
五
、
0
0
0
ヵ
所
)

　

踏
切
遮
断
に
よ
り
地
域
の
円
滑
な
交
通
に
支
障
が
生

じ
て
い
る
踏
切

(約
四
、三
〇
〇
ヵ
所
)

↑



開
か
ず
の
踏
切

(約
六
0
0
力
所
)
と
交
通
が
集
中

す
る
踏
切

(約
八
〇
〇
ヵ
所
)
の
約
一
、
四
〇
〇
ヵ

所
に
対
し
て
、
集
中
的
に
渋
滞
対
策
を
実
施

開
か
ず
の
踏
切

(遮
断
時
間
が
四
〇
分
/
時
以
上
と
な
る
踏
切
)

交
通
が
集
中
す
る
踏
切

(自
動
車
や
自
転
車

･
歩
行
者
が
集
中
し
、
円

滑
な
交
通
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
踏
切
)

3

安
全
･
安
心
の
確
保

の
防
災
･
減
災
対
策

大
規
模
地
震
発
生
時
に
お
け
る
被
害
を
軽
減
す
る
と
と

も
に
、
円
滑
か
つ
迅
速
な
応
急
活
動
を
確
保
す
る
た
め
、

緊
急
輸
送
道
路
の
う
ち
、
救
助
、
救
援
等
の
広
域
応
援
部

隊
の
移
動
や
、
被
災
地
域
外
か
ら
の
救
援
物
資
の
搬
送
の

た
め
の
県
庁
所
在
地
間
を
結
ぶ
道
路
に
つ
い
て
は
、
鋼
板

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
橋
脚
の
補
強
な
ど
の
重
大
な
損

傷
を
防
止
す
る
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
輸
送

道
路
全
線
に
お
い
て
落
橋
を
防
止
す
る
装
置
の
設
置
な
ど

落
橋
･
倒
壊
を
防
止
す
る
対
策
を
推
進
す
る
。

ま
た
、豪
雨
･
豪
雪
な
ど
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
対
し
、

国
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
公
共
施
設

や
病
院
な
ど
を
相
互
に
結
ぶ
生
活
幹
線
道
路
に
お
い
て
、

道
路
斜
面
や
盛
土
等
の
防
災
対
策
、
雪
崩
対
策
、
災
害
の

お
そ
れ
の
あ
る
区
間
を
回
避
す
る
道
路
の
整
備
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
異
常
気
象
時
に
お
け
る
国
民
生
活
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
過
去
の
災
害
履
歴
や
対

策
実
績
を
踏
ま
え
、
事
前
通
行
規
制
の
緩
和

･
解
消
を
推

進
す
る
。
併
せ
て
、
津
波
発
生
時
等
に
お
い
て
人
命
の
安

全
確
保
を
図
る
た
め
、
避
難
に
必
要
な
道
路
の
整
備
を
推

進
す
る
。

さ
ら
に
、
地
震
時
等
に
お
い
て
大
規
模
な
延
焼
の
可
能

性
が
あ
る
市
街
地
に
つ
い
て
、
面
的
な
市
街
地
整
備
や
延

焼
遮
断
帯
、
緊
急
車
両
の
進
入
路
･
避
難
路
と
し
て
機
能

す
る
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

○
耐
震
対
策

(目
標
)

大
規
模
な
地
震
の
発
生
時
に
お
い
て
、

･
緊
急
輸
送
道
路
の
う
ち
、
広
域
応
援
部
隊
等
が

移
動
す
る
た
め
の
県
庁
所
在
地
間
を
結
ぶ
道
路

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
橋
梁
の
重
大
な
損
傷

を
防
止

(※
1
)

･
緊
急
輸
送
道
路
全
線
に
つ
い
て
す
べ
て
の
橋
梁

の
落
橋
･
倒
壊
を
防
止

(※
2
)

(重
点
方
針
)

全
国
の
橋
梁

(約
一
五
万
橋
)

[醜
纖
鑓
露
‘“““‘““
』

大
規
模
な
地
震
に
よ
り
通
行
不
能
と
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
橋
梁

(約
一
五
、
0
0
0
橋
)

損
傷
の
お
そ
れ
の
あ
る
橋
梁

(約
一
三
、
0
0
｣

　
　
　

落
橋

･
倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
橋
梁

(約
二
、

0
0
0
橋
)

｣

損
傷
の
お
そ
れ
の
あ
る
橋
梁
の
う
ち
広
域
応
援
部
隊

等
の
移
動
の
た
め
の
県
庁
所
在
地
間
を
結
ぶ
道
路
に

存
在
す
る
橋
梁

(約
八
、
0
0
0
橋
)
や
、
落
橋
･

倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
橋
梁

(約
二
、
0
0
0
橋
)

に
対
し
て
、
集
中
的
に
耐
震
対
策
を
実
施

※
1
!
道
路
斜
面
や
盛
土
等
の
対
策
も
実
施
し
、
一
日
以
内
の
通
行
を

確
保

※
2
!
道
路
斜
面
や
盛
土
等
の
対
策
も
実
施
し
、
三
日
以
内
に
通
行
を

確
保

0
防
災
･
防
雪
対
策

(目
標
)

･
豪
雨
･
豪
雪
時
等
に
お
い
て
も
、
公
共
施
設
や
病

院
な
ど
を
相
互
に
結
ぶ
生
活
幹
線
道
路
の
安
全
な

通
行
を
確
保

(重
点
方
針
)

全
国
の
道
路

(約
三
一〇
万
師
)

[
う
ち
、
全
国
の
幹
線
道
路

(約
三
九
万
蹴
)

]

↑

落
石
や
土
砂
崩
れ
、
地
す
べ
り
、
雪
崩
等
の
お
そ
れ



の
あ
る
区
間

(約
一
七
、
O
O
O
区
間
、
約
五
〇
、
O

0
0
踊
)↑

公
共
施
設
や
病
院
な
ど
を
相
互
に
結
ぶ
生
活
幹
線
道

路
で
通
行
止
め
に
よ
り
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
区
間

(約
六
、O
0
0
区
間
、
約
一
八
、0
0
O
如
)

に
対
し
て
、
集
中
的
に
防
災

･
防
雪
対
策
を
実
施

○
安
心
な
市
街
地
形
成

(目
標
)

･
地
震
時
等
に
お
い
て
大
規
模
な
延
焼
の
可
能
性
が

あ
る
市
街
地
を
建
築
物
の
不
燃
化
と
連
携
す
る
こ

と
で
概
ね
解
消

(重
点
方
針
)

全
国
の
市
街
地
面
積

(約
一
三
、
0
0
0
蝸
)

　

防
災
上
の
懸
念
が
あ
る
市
街
地

(約
一
、五
〇
〇
蝸
)

集
積
度
合
い
の
高
い
市
街
地

(人
口
密
度
一
〇

〇
人
/
蹴
以
上
)

道
路
面
積
率
の
低
い
市
街
地

(道
路
面
積
率
一

八
%
以
下
)

(阪
神

･
淡
路
大
震
災
等
に
被
害
の
大
き
か
っ

た
市
街
地
に
相
当
)

↑

大
規
模
な
延
焼
の
可
能
性
が
あ
り
、
特
に
防
災
上
危

険
な
地
区

(約
一
五
〇
如
)
に
対
し
て
、
集
中
的
に

防
災
対
策
を
実
施

木
造
家
屋
が
建
ち
並
ぶ
な
ど
火
災
時
に
被
害
が

大
き
い
市
街
地

(燃
え
離
さ
を
示
す
不
燃
領
域
率
四
0
%
未
満

等
)
(中
央
防
災
会
議
に
お
け
る
市
街
地
の
安
全
性

を
確
保
す
る
目
標
値
)

②
交
通
安
全
の
向
上

安
全
な
道
路
交
通
環
境
実
現
の
た
め
に
、
特
に
幹
線
道

路
に
つ
い
て
は
事
故
が
特
定
の
区
間
に
集
中
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、
事
故
発
生
割
合
が

高
い
区
間
に
お
い
て
、
交
差
点
改
良
や
防
護
柵

･
照
明
等

の
交
通
安
全
施
設
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
併
せ
て
生

活
道
路
の
交
通
事
故
対
策
や
安
全
･安
心
な
自
転
車
走
行

環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
欧
米
と
比
べ
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の
う
ち
、

歩
行
中
の
死
者
の
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
歩
行

が
移
動
の
中
心
と
な
る
子
ど
も
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
通
学
路
の
歩
道
等
の
整
備
の
ほ
か
、
簡
易
な
方
法
と

し
て
路
肩
の
カ
ラ
ー
舗
装
や
防
護
柵
の
設
置
等
を
推
進
す

る
。さ

ら
に
、
踏
切
に
お
け
る
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
安

全
上
課
題
の
あ
る
踏
切
に
つ
い
て
、
踏
切
除
却
対
策
の
ほ

か
、
踏
切
内
の
歩
道
が
狭
く
な
っ
て
い
る
踏
切
に
対
し
て

は
、
拡
幅
や
歩
道
の
設
置
、
長
時
間
遮
断
機
が
お
り
て
い

"

る
踏
切
に
は
、
立
体
横
断
歩
道
橋
の
設
置
等
の
歩
車
道
分

1

離
等
の
安
全
対
策
を
推
進
す
る
。

○
交
通
事
故
対
策

○
通
学
路
の
歩
道
整
備

(目
標
)

(目
標
)

･
国
道
及
び
都
道
府
県
道
等
の
死
傷
事
故
率
に
つ
い

て
、
五
年
間
で
死
傷
事
故
率
約
一
割
削
減
を
目
指

す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
よ
り
安
全
･
安
心
な

道
路
交
通
環
境
の
実
現
を
目
指
す

(重
点
方
針
)

全
国
の
国
道
･
都
道
府
県
道
等

(約
七
一
万
区
間
)

↑
事
故
の
発
生
割
合
の
高
い
区
間

(約
一
五
万
区

間
)　　　
　　　　
　

↑

地
域
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
特
に
効
果
の
高
い

1
/
4
程
度
の
区
間

(約
四
0
、
0
0
0
区
間
)
に

対
し
て
、
優
先
的
に
交
通
事
故
対
策
を
実
施



小
学
校
等
に
通
う
た
め
多
く
の
児
童
が
利
用
す
る
な

ど
、
事
故
の
危
険
性
が
高
い
通
学
路
に
つ
い
て
は
、

安
全

･
安
心
な
歩
行
空
間
を
概
成

(重
点
方
針
)

全
国
の
道
路

(約
一
二
〇
万
如
)

↑

全
国
の
通
学
路

(約
一
九
万
臘
)

↑

[胤岸
薇凝
縮
“
る1
1
“1学
“
る
“
“
‘“
]

↑

多
く
の
児
童
が
利
用
す
る
な
ど
、
事
故
の
危
険
性
が

高
い
通
学
路

(約
三

万
畑
)

歩
道
等
の
な
い
箇
所

(約
四
四
、
0
0
o
m
)
｣

“

、

、

、

ハ

iv
キメ

省
彬

こ
そ‘′も

門口
,し

通
安
全
対
策
を
実
施

｣

○
踏
切
の
安
全
対
策

(目
標
)

･
踏
切
を
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
安
全
上
課
題
の

あ
る
踏
切
を
す
べ
て
解
消

(重
点
方
針
)

全
国
の
踏
切

(約
三
五
、
0
0
0
ヵ
所
)

↑

安
全
な
通
行
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
の
あ
る
踏
切

(約
七
、七
〇
〇
ヵ
所
)

　

安
全
上
課
題
の
あ
る
踏
切

(約

｢
九
〇
〇
ヵ
所
)

に
対
し
て
、
集
中
的
に
安
全
対
策
を
実
施

③
安
全
･
安
心
で
計
画
的
な
道
路
管
理

安
全

･
安
心
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
高
速
道

路
か
ら
市
町
村
道
ま
で
の
す
べ
て
の
橋
梁
(約
一
五
万
橋
)

に
お
い
て
定
期
的
な
点
検
を
実
施
し
、
長
寿
命
化
修
繕
計

画
を
策
定
す
る
な
ど
の
予
防
保
全
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
地
方
公
共

団
体
管
理
の
橋
梁
に
対
し
て
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
策

定
支
援
や
技
術
支
援
等
を
実
施
す
る
。
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
つ
つ
、
道
路
の
安

全
を
常
時
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携

し
て
地
域
性
を
踏
ま
え
た
維
持
管
理
を
実
施
す
る
。

○
橋
梁
等
の
修
繕
、
更
新

(目
標
)

･
安
全
な
通
行
を
確
保
で
き
る
道
路
橋
の
寿
命
を
一

〇
〇
年
以
上
に
長
寿
命
化

(重
点
方
針
)

全
国
の
道
路
橋

(約
一
五
万
橋
)
に
対
し
て
、
定
期

的
な
点
検
に
よ
り
、
早
期
に
損
傷
を
発
見
し
、
事
故

や
架
け
替
え
、
大
規
模
な
修
繕
に
至
る
前
に
対
策
を

行
う
予
防
保
全
を
実
施

4

環
境
の
保
全
と
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造

の

地
球
温
暖
化
対
策

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、
環
状
道
路
整
備
等
の

渋
滞
対
策
、
開
か
ず
の
踏
切
等
を
除
却
す
る
対
策
、
多
様

で
弾
力
的
な
料
金
施
策
等
の
推
進
に
よ
り
渋
滞
が
な
く
ス

ム
ー
ズ
に
走
れ
る
道
路
の
実
現
を
図
る
ほ
か
、
I
T
S
の

活
用
等
道
路
交
通
情
報
の
提
供
の
充
実
等
に
よ
る
自
動
車

交
通
の
運
用
の
効
率
化
、
吸
収
源
対
策
と
し
て
の
道
路
緑

化
や
太
陽
光
な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
道
路
施
設

の
整
備
等
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
自
転
車
利
用
環
境
の

整
備
や
公
共
交
通
の
シ
ス
テ
ム
･
運
用
の
改
善
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
の
推
進
、
環
境
に
優
し
い
自
動
車
の
開
発
･
普
及

等
を
図
る
。

○
地
球
温
暖
化
対
策

(目
標
)

･
道
路
整
備
等
に
よ
り
、
自
動
車
交
通
の
年
間
鮠
排

出
量
を
、
一
〇
年
後
ま
で
に
約
一
、六
〇
〇
万
t

ー
⑨
削
減

(重
点
方
針
)

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
、
自
動
車
か
ら
の
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
や
、
排
出
さ
れ
た
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
樹
木
を
増
や
す
た
め
の
対
策

“ 道々テセ 2008,1


